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はじめに
本稿の目的は，アメリカにおけるデス・エデュケーションの近年の動向について明らかにすること
である。デス・エデュケーションは，1980年代から日本でも上智大学のアルフォンス・デーケン名
誉教授によって開始され，現在でも上越教育大学大学院や東洋英和女学院大学で継続されている。し
かしながら，高等教育において初めてデス・エデュケーションが開始された国はアメリカであり，そ
のデス・エデュケーションの歴史を知ることは，今後の日本のデス・エデュケーションの発展を考え
るうえで意義のあることだと思われる。特に，1980年代半ば以降のアメリカのデス・エデュケーショ
ンの実情が日本においてはあまり明らかにされていない現状がある。このような問題意識からアメリ
カの高等教育におけるデス・エデュケーションの1980年代半ばから2000年代までの動向を調査した。
アメリカのデス・エデュケーションの歴史を扱った先行研究には，当時，ニューヨーク州立大学社
会学の準教授であったバンデリン・R・パイン（Vanderlyn R. Pine）の「デス・エデュケーションの
社会，歴史的描写」（1977）（１）と「デス・エデュケーションの成熟の時期：その時期の社会，歴史的
描写 1976－1985」（1986）（２）がある。この 2つの論文以降，これほど詳細なデス・エデュケーション
の歴史を知る資料は，管見の限り見い出されなかった。また，2005年のインタビューによると，学
術雑誌『オメガ』（omega）の編集長であるケネス・ドーカ（Kenneth Doka）もその後，パインが記
したようなデス・エデュケーションの歴史を扱った論文は見られないと述べていた（３）。本稿では，
上記の論文が扱っていない 1986年以降のデス・エデュケーションをめぐる状況について，さまざま
なアメリカの研究者の資料から考察することとした。
日本におけるアメリカのデス・エデュケーションの近年の動向について扱った先行研究として
は，麗澤大学国際経済学部教授でモラロジー研究所道徳科学研究センター教授でもある竹内啓二
（2006）（４）と京都大学こころの未来センター教授のカール・ベッカー（Karl Becker）（2008）（５）の研究
があげられる。竹内は，デス・エデュケーションの教科書である『ラスト・ダンス』（６）の執筆者とし
て名高いリン・アン・デスペルダー（Lynne Ann DeSpelder）の講演会とアイリーン・ノッペ（Illene 
Noppe）の論文を引用し，現代のデス・エデュケーションの教科書や 21の大学におけるデス・エデュ
ケーションの授業内容について簡潔にまとめている。カール・ベッカーの論文は，デス・エデュケー
ションの歴史的背景の概略，高等教育，学校教育，医療教育におけるデス・エデュケーションの実践
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の概要，デス・エデュケーションの教科書である先述の『ラスト・ダンス』の内容について紹介し
ている。本稿では，上記の 2つの日本における先行研究では参考資料として使用されていなかったデ
ス・エデュケーションにおける重要な学術雑誌である『オメガ』と『デス・エデュケーション』から，
大学生とデス・エデュケーションという視点で論文を収集し，デス・エデュケーションのその後の傾
向を探った。本稿では，まず第 1にアメリカにおけるデス・エデュケーションの定義を行い，第 2に，
1986年からの高等教育におけるデス・エデュケーションの動向を沈静化と分化の時代と名づけて論
じ，第 3に，近年の医療分野におけるデス・エデュケーションの興隆についても言及する。
１．デス・エデュケーションとは
デス・エデュケーション（death education）とは，アメリカの『死の百科事典』（1989）によると，
「死の意味や，死にゆく過程，悲嘆，死別について理解し，その知識を促進する非常にバラエティー
に富んだ計画された教育経験に適用される言葉である。（７）」と記載されている。デス・エデュケー
ションが発生する以前から，悲嘆，死別，葬儀，といったさまざまな死にまつわるテーマが 1920
年代から見られ，それぞれに研究されていた。その後，それまでの研究の成果を集めたハーマン・
ファイヘル（Herman Feifel）編集による『死の意味』（1959）（８）が出版されたことにより，死を学際
的に考えることへの関心が高まった。1960年代に，デス・エデュケーションの講義の教材となるよ
うな著作物が相次いで執筆され，その後，1963年に，ミネソタ大学のロバート・フルトン（Robert 
Fulton）が死に焦点をあて，学際的に教えるデス・エデュケーションの講義を始めた（９）。その講義
の内容は，末期の人々のケア，死別の問題，日常において死の問題を取り扱うこと，葬儀業者，葬儀
習慣といったものが含まれていた（10）。その後，1960年代の半ばまでに，10以上の大学で教えられる
ようになっていった（11）。1969年の 4月に，ウェイン州立大学に，「死ぬ瞬間，死，死をもたらす行動
についての心理学的研究のためのセンター」がロバート・カステンバウム（Robert Kastenbaum）に
よって開設され，同年 6月には，フルトンが，ミネソタ大学に「デス・エデュケーションと調査のた
めのセンター」を創立した（12）。1970年に，学術雑誌『オメガ』が 1977年には，学術雑誌『デス・エ
デュケーション』が創刊された。この二つの学術雑誌によって，デス・エデュケーションにおいての
著名な学者たちがデス・エデュケーションの正しい知識を浸透させ，さまざまなグループや学者間の
コミュニケーションの媒体をつくっていった。アメリカ社会においては，ベトナム戦争の影響や（13），
冷戦による核の脅威（14），臓器移植の開始（15），ホスピス運動（16）などにより死をめぐる問題への関心が
高まったことを背景として，さらにデス・エデュケーションの講座を扱う大学は増加していった。デ
ス・エデュケーションは，高等教育から始まり，中等教育，初等教育にまで普及していったのであ
る（17）。1974年にベルグ（Berg）とドーティ（Daughty）は，1100以上の講座が高等学校以上で存在
したと見積っており（18），そのときには，公式のデス・エデュケーションは高校，専門家，成人の教
育カリキュラムにもまた存在したという（19）。
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２．高等教育におけるデス・エデュケ シーョンにおける沈静化と分化の時代：1986－2002
『死の百科事典』によれば，1960年代から 1970年代にかけて盛り上がりを見せたデス・エデュケー
ションは 1980年代には沈静化していった（20）。高等教育では，引き続き単位認定されるデス・エデュ
ケーションの講座が開設されており，また専門家もしくは，専門家を目指す人のためのデス・エデュ
ケーションのプログラムも行われていた。そのようなプログラムには，例えばホスピスについて学
ぶプログラムがあった。また，中等教育においても，デス・エデュケーションは継続されていた（21）。
1980年代前後には，新たに死をめぐる 2つの問題がアメリカで起きた。一つは，乳幼児突然死症候
群（SIDS: Sudden Infant Death Syndrome）である。SIDSは，1969年にアメリカで定義され，1979
年にWHO（世界保健機関）の国際分類にも登録された（22）。検死解剖でも死亡原因がわからない乳児
の死亡は，SIDSとして記録されるか原因不明と記録された。もう一つは（AIDS：Acquired Immune 
Deficiency Syndrome）の発生である。AIDSの症例は，1981年 5月にアメリカではじめて報告され
たが，当時は謎の病気とされカリニ肺炎の症例として発表された。当初，同性愛者に感染者が多かっ
たため「GRID（ゲイ関連免疫不全症候群）」とよばれたが，後に「AIDS（後天性免疫不全症候群）」
に名称が改められた（23）。1983年には，アメリカで 1300人以上が AIDSに感染し，そのうち 489人が
死亡した（24）。致死率の高い感染症である AIDSを防ぐために，人々に正しい知識を与え予防させる
教育の必要性が叫ばれるようになった。
1980年代には，上記の二つの病気について，高等教育におけるデス・エデュケーションの講座で
も取り扱うことが提案されるようになった。例えば，南イリノイ大学のチャールズ・コア（Charles 
Corr）は 1984年に「子どもたちと死」という講座のためのモデルシラバスを発表したが，その中に
SIDSについて学ぶことを推奨している（25）。また，コアは 1992年にもデス・エデュケーションの講
座のモデルシラバスを発表しているが，そこには SIDSに加えて AIDSについての知識を教えること
を提案している（26）。このように，デス・エデュケーションの講座は，時代によって，新しい死をめ
ぐる問題が起きるとその内容が付け加えられていったのである。コアの「子どもたちと死」の講座の
授業内容は，子どもと死に関する歴史的文化的背景，子どもの死の概念，子どもと悲嘆，子どもと死
別，カウンセリングの原則などからなり，対象を成人ではなく子どもに絞った画期的な講座であった。
これは一つのデス・エデュケーションの講座の新しい分野となり，デス・エデュケーションの分化の
一つの象徴的な出来事であった（27）。
1980年代において，デス・エデュケーションの統計的データは存在していないが，次第に高等教
育では研究者の興味・関心が失われていき，デス・エデュケーションの講座を開設している大学も
減少していった（28）。しかしながら，デス・エデュケーションを開設している大学が全くなくなった
わけではない。1980年代においては，ブルックリンカレッジ健康科学学部（Department of Health 
Science）とフロリダ大学の教育学部には，修士課程のデス・エデュケーションのプログラムが誕生
した（29）。また，1980年代にはデス・エデュケーションとカウンセリング協会（The Association for 
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Death Education and Counseling）がデス・エデュケーションを教授する人（death educator）へ死生
学免許状（CT: Certification in Thanatology ）を発行するようになった（30）。（1）学士の資格を有する
人は，2年間の死生学に関連する経験をもつこと。修士もしくは博士号を取得した人は，1年間の死
生学に関連する経験をもつこと。（この経験については，自分で定義することができる。）（2）60時
間以上の死生学に関係する講座やワークショップを受講すること。（受講した証明書を提出しなけれ
ばならない。）（3）管理者や同僚からの推薦状を提出すること。この 3つの要件を満たした人物の死
生学免許状が発行されるという。この免許状によってデス・エデュケーションを教授する人は，死を
めぐる問題に対して広範な知識と理論と技術を持っていることが証明されるようになった（31）。
1991年に学術雑誌『デス・スタディーズ』（Death Studies）（1985年に『デス・エデュケーション』
から改名）は，編集長がフロリダ大学のハンネロール・ワス（Hannelore Wass）からメンフィス州立
大学のロバート・ニーメイヤー（Robert Neimeyer）に交代した。ワスは，1991年まで編集長として
デス・エデュケーションと死に関連したカウンセリングの技法の向上に励んでいた。また，ワスは死
生学の分野において学術雑誌『デス・エデュケーション』と学術雑誌『デス・スタディーズ』の地位
を高めた（32）。『デス・エデュケーション』と『デス・スタディーズ』にはどのような研究者が投稿し
ていたのであろうか。ダレル・クレイズ（Darrel Crase）は，1992年に学術雑誌『デス・エデュケー
ション』と『デス・スタディーズ』に投稿された論文の著者の調査をした。クレイズは，上記の 2つ
の学術雑誌 1巻から 14巻（1977－1990）まで調査したところ，単著論文の著者の 37.5パーセントが
女性で，62.5パーセントが男性であった。すべての論文著者（共同執筆者を含む）の男女比は，女性
が 39.5パーセントで男性が 60.5パーセントであった（33）。1977年から 1990年までの論文著者の調査
から，デス・エデュケーションの研究者は，やや男性の比率が高いものの，男女差が圧倒的に異なる
ということはないことが明らかとなった。またクレイズは，論文の著者や，論文を提出した研究機
関がどの州から多く輩出しているのかについても調査を行った。（表 1を参照）その結果，フロリダ
州（40本）から最も多く輩出していた。次に，カリフォルニア州（32本），ニューヨーク州（26本），
オハイオ州（24本），イリノイ州（23本）の順に多かった。論文の数が，20本以上の州はこの 5州
のみであった。フロリダ州からは，40本の論文が投稿されているがこれは編集長のワスのフロリダ
大学がフロリダ州にあることと関係していると考えられる（34）。論文投稿数の上位 18州は，アメリカ
の東部と南部と中西部に固まっていた。上位 18州のうちで，西部に位置する州はたったの 3州であっ
た。このことから，死についての研究は地域差があることが明らかとなった。
さらに，クレイズは論文を投稿した研究者が在籍する大学名についても調査した。その結果，1位
フロリダ大学（26本），2位メンフィス州立大学（15本），3位西カリフォルニア大学（11本），4位
カリフォルニア大学（S.F.）（7本），南イリノイ大学（7本），ワシントン大学（7本）という順位になっ
た（35）。フロリダ大学は，『デス・スタディーズ』の前編集長のワスが在籍する大学であり，メンフィ
ス州立大学は現編集長のニーメイヤーが在籍する大学であった。さらに，3位の西カリフォルニア大
学は，デス・エデュケーションとカウンセリング協会の協会長が在籍する大学であった。このように，
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死に関するさまざまな研究は，地域差があるばかりでなく行われている大学にも偏りがみられること
が明らかとなった。
90年代から 2000年代にかけてデス・エデュケーションの講座は，初期に始めた研究者が退職する
ことにより行われなくなった大学もでてきた。そのような例には，ミネソタ大学や南イリノイ大学
があげられる。しかしながら，死の問題について教えるデス・エデュケーションは決して消滅した
わけではない。例えば，一般的な心理学の教科書には，死をめぐるさまざまな問題が掲載されるよ
うになった。2002年に発表された論文「死と死にゆくことは心理学の初級の教科書にどのように掲
載されているのか」（36）は，初級の心理学の教科書に，デス・エデュケーションで頻繁に教えられて
いる内容がいかに多く扱われているかを示している。デビッド・B・ストローメッツ（David・B・
Strohmetz）らは，1995年から 2002年までに出版された 28冊の心理学の初級の教科書を調査し，サ
ブトピックに死と死にゆくことに関係する言葉があるかを調べた。また，サブトピックの中で何回そ
表 1　大学の研究者と研究機関によって投稿された地域別投稿論文数
州 大学の数
大学の研究者
による論文数
研究機関によって
書かれた論文
全論文数
フロリダ 7 35 5 40
カリフォルニア 9 17 15 32
ニューヨーク 14 21 5 26
オハイオ 9 18 6 24
イリノイ 8 20 3 23
ノースカロライナ 4 17 1 18
テネシー 2 16 0 16
テキサス 5 9 5 14
ペンシルバニア 5 9 4 13
メリーランド 5 9 2 11
ニュージャージー 4 5 6 11
アリゾナ 2 8 2 10
マサチューセッツ 3 8 2 10
ミネソタ 4 8 2 10
インディアナ 5 9 0 9
ワシントン 2 8 1 9
カンザス 5 7 0 7
ミシガン 3 5 2 7
出典： Darrel Crase, “Authorship Analysis of Death Studies Volume1-14,” Death Studies, 16, pp. 199–209, p. 205
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の言葉が使用されているのかも明らかにした。その言葉とは，以下の 7つである。それは，（1）死へ
の態度，（2）自殺，（3）安楽死，自殺の幇助，（4）死別，悲嘆，喪失，（5）臨死体験，（6）ホスピス，（7）
末期の病気に対する反応であった。この 7つの言葉のうち，以下の 4つ（1）死への態度，（2）自殺，
（4）死別，悲嘆，（6）ホスピス，（7）末期の病気に対する反応は，高等教育のデス・エデュケーショ
ンの講座でしばしば扱われている内容である。
ストローメッツらの調査の結果，「自殺」という内容が 28冊の心理学の初級の教科書のうち 24冊
（86パーセント）で見られた。次に，「末期の病気に対する反応」という内容が，73パーセントの教
科書で見られた。また，教科書の 46パーセントには，「死別，悲嘆」という内容が見られた。教科書
の 43パーセントには，「ホスピス」という内容が見られた（37）。教科書のうち，29パーセントで「死
への態度」という内容が扱われていた。この研究から，心理学の初級の教科書には，自殺をはじめと
してデス・エデュケーションの講座において重要な内容が見られることがわかった。また，ストロー
メッツらは全 28冊の教科書で引用されている文献を調査したところ，キューブラーロス（Kubler-
Ross）の『死ぬ瞬間』（1969）（38）が28冊のうち16冊で引用されていた（39）。このキューブラーロスの『死
ぬ瞬間』は，デス・エデュケーションでは必読の書である。末期患者の心の動きに着目した同書は，
アメリカ社会でベストセラーとなりデス・エデュケーションを学ぼうという気運が高まったからであ
る。このように，ストローメッツの調査から，デス・エデュケーションの講座の内容が 1990年代か
ら 2000年代にかけても，心理学の初級の教科書の中で継続されて教えられているということが明ら
かである。鎮静化と分化の期間においても，デス・エデュケーションの質のよい教科書は，つぎつぎ
に出版されている。特に子どもと死に関する分野の教科書や参考文献は，多数出版されている。その
ため学術雑誌『オメガ』では，「死に関連した子どもたちための文献」という特集号（2003－2004）（40）
を刊行している。代表的なものとしては，以下のものがあげられる。クラウディア・ジュウイット・
ジャラット（Claudia Jewett Jarratt）の著作である『子供たちが別離と喪失に対処するのを助けるこ
と』（改訂版）（1994）（41），チャールズ・コアとディビッド・バルク（David Balk）編『青少年の死と
死別のハンドブック』（1996）や，ウィリアム・ウォルデン（William Worden）『子どもたちと悲嘆』
（1996）（42），ケネス・ドーカの『悲嘆とともに生きること―子ども，青少年，喪失』（2000）（43），ナ
ンシー・ボイド・ウェブ（Nancy Boyd Webb）の『死別した子どもを助けること－実践家のための
ハンドブック』（2002）（44）などが出版されている。その他，非医科系大学におけるデス・エデュケー
ションの教科書や参考文献も出版されている。ジョン・ウィリアムソン（John Williamson）とエド
ウィン・シュナイドマン（Edwin Schneidman）編『死：現在の観点』（1994）（45），ハンネロール・ワ
スとロバート・ニーメイヤー編『死にゆくこと：その事実の直面すること』（第 3版）（1994）（46），ロ
バート・カステンバウム（Robert Kastenbaum）『死，社会，人間の経験における死の様式』（第 8版）
（2004）（47），ミハエル・レミング（Michael Leming）とジョージ・デッキンソン（George Dickinson）
『死にゆくこと，死，死別を理解すること』（第 6版）（2007）（48），同著者の『死にゆくこと，死，死別』
（第 9版）（2007）（49）などがある。
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2005年の調査によると，ニューヨーク州のニューロシェルカレッジ（The College of New 
Rochelle）大学院では，『オメガ』の編集長であるケネス・ドーカ（Kenneth Doka）によってデス・
エデュケーションの講座である「子どもたち，青少年，死，喪失」（Children Adorescents, Death and 
Loss）が開設されていた。また，ブルックリンカレッジ（Brooklyn College）大学院でも，デビット・
バルク（David Balk）によってデス・エデュケーションの講座である「子どもたちと死」（Children 
and Death）が教授されていた。ブルックリンカレッジには，「子どもたちと死」の講座の他に，「死
別」（Bereavement）という講座や，「健康と栄養科学 2―死，生命，健康」（Health and Nutrition 
2—Death, Life, Health）という講座も開設されていた。メリーランド州のフッドカレッジ（Hood 
College）では，2007年度に，アイリーン・ノッペ（Illene Noppe）によって学部学生対象のデス・
エデュケーションの講座である「死にゆくこと，死，喪失」（Dying, Death and Loss）が開設されて
いた。ニューロシェルカレッジとブルックリンカレッジは，チャールズ・コアの「子どもたちと死」
の講座の流れを汲むものである。フッドカレッジは，ロバート・フルトンから始まった学部学生対象
のデス・エデュケーションの講座の内容が継続されたものであると言える。また，インターネットの
普及により，デス・エデュケーションの講座も受講の形式が大学に通学するという形式に限定されな
くなってきた。オンライン上で受講できるデス・エデュケーションの講座の例としては，ブルックリ
ンカレッジの「子どもたちと死」という名称の講座があげられる。2005年度までは，通学生であっ
た講座は，いくつかの学期を経て，オンライン上の講座に生まれ変わり，より多くの多様な人々に受
講可能にしている。
アイリーン・ノッペの調査（2004）（50）では，21の大学のウェブサイトを調査してデス・エデュケー
ションの講座が開設されていることを確認したという。そのような講座は，心理学や社会学，健康科
学，宗教研究，ヒューマン・サービス学部などに存在した。講座の内容としては，医療倫理，葬儀，
死にゆく過程，比較文化的な死の見方，公共の悲劇と死，ホスピス，スピリチュアルな問題，死別と
悲嘆，子どもたちと死などがあった。講座の内容に見られる「公共の悲劇と死」（public tragedy and 
death）というものは，1980年代までのデス・エデュケーションの講座には存在しなかった内容であ
る。「公共の悲劇と死」が取り扱われるようになった背景としては，ノッペは 2001年に起こったコロ
ンバイン高校の銃乱射事件や，9.11事件，イラク戦争の影響をあげている。
デス・エデュケーションの講座を受講することによって修士号を取得できる制度は 2005年度に
おいても継続されている。ブルックリンカレッジ大学院では，2005年度において健康と栄養科学
学部（Department of Health and Nutrition Sciences）が死生学の集中プログラム（Concentration in 
Thanatology）を受講した学生に，地域健康修士号（The Master of Arts in Community Health）を提
供していた。この死生学の集中プログラムは，33単位（修士論文を含む）を履修することが義務づ
けられていた。33単位の講座の内容としては，死別，子どもたちと死，危機介入，悲嘆，末期患者
のケア，死生学的カウンセリングなどがあげられる。また，すべての学生は，インターンシップが
義務づけられている。インターンシップの第一候補地としては大ニューヨーク首都ホスピス（The 
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Metoropolitan Hospice of Greater New York） があげられていた。また，学術雑誌『オメガ』の編集長
である先述のケネス・ドーカ（51）や学術雑誌『デス・スタディーズ』の編集長であるロバート・ニー
メイヤー（52）などがゲストスピーカーとして講座に参加している。この死生学集中プログラムの修了
者は，先述の「デス・エデュケーションとカウンセリング協会」が発行する「死生学免許状」を取得
することが可能となる。死生学集中プログラムの修了者は，ホスピスの関係者や，カウンセラー，カ
トリック教区の死別のカウンセリングプログラムのディレクターなどさまざまであった。
３．医療分野におけるデス・エデュケーションの発達
高等教育レベルでは，デス・エデュケーションの普及の動向が沈静化の様相を呈していたが，医療
分野では 1980年代から 1990年代にかけてデス・エデュケーションが浸透していった。医療関係の教
育機関においては，特に，デス・エデュケーションの一つの領域である終末期のケアについて教える
ことが普及していった。高等教育のデス・エデュケーションの講座においては，末期患者への対処の
仕方については一つの単元で教えるにすぎなかったが，医療関係の教育機関では末期患者についての
さまざまな知識が主に教授されるようになったのである。1975年の調査では，医科大学においては
その約半数のみで，死について教える講座を一つか二つ開設しているだけであった。また，死につい
て教える講座の多くは，選択科目であり，その講座の 90パーセント以上は，短期的な講座であった。
しかしながら，1990年代までにほとんどすべての医学，看護学，薬学，ソーシャルワークに関わ
る教育機関は，死と死にゆくこと（dying）について教えることが通常のカリキュラムの中に組み
込まれた（53）。そのような教育は，医療と看護関係の協会によってさらに推進されることとなった。
1996年には，「ホスピスと緩和医療のアメリカのアカデミー」（The American Academy of Hospice 
and Palliative Medicine）は，医師のためのホスピスと緩和医療の訓練プログラムを推進した。その
内容は，痛みの治療，精神的苦しみの軽減，倫理的，法的意思決定などであった。また対象として
は，癌などに罹患している末期患者の他に，エイズに苦しむ末期患者や子どもの患者も対象として
いた。1998年には，アメリカ医療協会（The American Medical Association）が EPEC（Education 
for Physicians on End of Life Care）と呼ばれる医師を対象とした終末期ケアに関する教育プログラム
を開発した。また，2000年には，アメリカ看護カレッジ協会（The American Association of College 
Nursing）が，終末期のケアについてのカリキュラムのガイドラインを提案するために，「終末期の看
護教育カリキュラム」（End of Life Nursing Education Curriculum）を作成した（54）。このように，医
療教育機関では，高等教育のデス・エデュケーションが沈静化していったこととは対照的に，デス・
エデュケーションの一つの分野である終末期ケアについての教育が分化し，1990年代以降さらに盛
り上がりを見せていた。
高等教育のデス・エデュケーションの講座においては，悲嘆や死別にともなう身体的，精神的特
徴や，これまでの悲嘆についてのさまざまな研究の成果について学ぶことは多くの単元の中の一つと
して教えられていた。しかしながら，1980年代以降，このデス・エデュケーションの一つの分野で
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あった悲嘆と死別については，終末期のケアと同様に分化し，一つの独立した教育内容として悲嘆カ
ウンセラー（grief counselors）によって教えられるようになっていった。不健全な悲嘆のためのセラ
ピーは，その研究の初期には精神分析学者や医療心理学者のみが担当するものであった。初期の成人
の死別に関する研究は，死別した人同士の自助グループ，例えば，「同情的な友人」（Compassionate 
Friends）などの設立を促した。多くのデータが蓄積されるにつれて，悲嘆のカウンセリングがカウ
ンセリングの特別な分野として認知されるようになったのである。また，悲嘆を緩和するための特別
な施設も設置されるようになった。その代表的なものは，1982年に設立されたダギー・センターが
ある（55）。ダギー・センターは，精神科医のエリザベス・キューブラー・ロスの監督の下で設立され
た。このセンターは，個人のカウンセリングやセラピーは行っておらず，ピアグループ活動によって
悲嘆の緩和のケアを行っている。ダギー・センターにおけるピアグループ活動とは，自殺，他殺，事
故，病気などで親，もしくは兄弟や友人などと死別した人々が集まって，つらい喪失体験を分かち合
うことによって悲嘆から回復しようとする活動である。ダギー・センターは，設立から 2005年まで
に 1万 2000人以上の子どもや青少年の悲嘆のケアに取り組んでいる（56）。
おわりに
アメリカにおいて 1960年代から 70年代にかけて流行したデス・エデュケーションは，1980年代
に入り，沈静化を迎えた。しかしながら，2000年代に入ってもアメリカで着実に根を張り定着して
いる。死をめぐるさまざまな研究は，クレイズの研究結果から特定の大学や地域で現在も行われてい
る。このような死についての研究者は，デス・エデュケーションの講座を開設している場合が多い。
デス・エデュケーションの講座についての信頼できる統計は沈静化と分化の時代においては存在して
いないが，クレイズの調査からデス・エデュケーションの講座も特定の大学や地域に偏って開設され
ていると推測される。デス・エデュケーションの教科書は，沈静化と分化の時代に入っても出版され
続けている。一般の大学生向けに始まったデス・エデュケーションは，証明書の取得者からも明らか
なように，将来の教師やカウンセラーや聖職者，ホスピス関係者や看護師を対象とした講座に変化し
つつある。大学における一つの講座の種類であったデス・エデュケーションは，1980年代以降，大
学から分化して医大や看護学校などにおいて普及が著しい。大学におけるデス・エデュケーション
の講座の内容も分化を遂げていた。コアが始めた子どもを対象とした「子どもたちと死」の講座は，
ニューロシェルカレッジやブルックリンカレッジに波及して一つのデス・エデュケーションの講座の
分野として認知され継続されている。
我が国においては，数校ではあるが高等教育機関においてデス・エデュケーションが行われて
いる。
しかしながらアメリカでも，ミネソタ大学や南イリノイ大学では，教授の退官とともにデス・エ
デュケーションが途絶えた大学が見受けられたが，アメリカでは，学術雑誌『デス・エデュケーショ
ン』や『デス・スタディーズ』の編集長が在籍したフロリダ大学やメンフィス州立大学では研究が続
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けられている。日本でもデス・エデュケーション，言い換えるならばいのちの教育の発展のためにデ
ス・エデュケーションを専門に扱う学術雑誌の創刊が望まれる。東京大学ではグローバル COE「死
生学の展開と組織化」の下で『死生学研究』を発行しているが，よりデス・エデュケーションに特化
した学術雑誌が必要であると考えられる。また，日本においては初等，中等教育においていのちの教
育が盛んに行われつつあるが，現場で教える教師は手探りの状態で指導をしていることが多い。子ど
もに死の問題を教えることは，非常に繊細な問題であり，専門的な研修を教師が受けることが望まし
い。時間のない日本の教師のために，アメリカのブルックリンカレッジのようなインターネットを利
用したオンラインのデス・エデュケーションの講座を受講できる環境を整えることは重要なことでは
ないだろうか。
沈静化と分化の時代の結びの言葉として，2005年のケネス・ドーカのインタビューを引用したい。
「南イリノイ大学のようにデス・エデュケーションが行われなくなる大学はあったとしても，必ずま
た異なる大学でデス・エデュケーションに興味をもつ人間が始めるであろう。悲嘆の研究の分野は，
盛り上がりを見せており，デス・エデュケーションは今後もアメリカ社会において消滅しない。」
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